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経営者の皆様を取り巻く
経営上の問題に的確に対応する
身近なパートナーです。

皆様に役立つ
質の高いサービスの提供を追及します。

（1）

表
参
道
・
夏
の
風
物
詩
「
原

宿
表
参
道
元
氣
祭
・
ス
ー
パ
ー

よ
さ
こ
い
」が
、
今
年
も
八
月
二

三
日（
土
）、
二
四
日（
日
）の
二

日
間
に
わ
た
り
行
な
わ
れ
る
。

今
年
は
全
九
一
チ
ー
ム
、
総
勢

約
五
五
〇
〇
人
の
踊
り
子
が
出

場
。
副
都
心
線
開
通
に
よ
り
ア

ク
セ
ス
の
大
幅
向
上
を
見
た
今

年
、
二
日
間
を
通
じ
て
、
昨
年
の

原
宿
ら
し
い
華
の
あ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
初
年
か
ら
話
題
に
。

八
回
目
を
迎
え
る
今
年
、
い
ま

や
東
京
を
代
表
す
る
夏
祭
り
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
完
全
に
定
着

し
て
い
る
。

演
舞
に
参
加
す
る
九
一
チ
ー

ム
の
内
訳
は
、
北
は
青
森
県
か

ら
、
南
は
九
州
の
佐
賀
県
ま
で

様
々
。
ア
フ
リ
カ
か
ら
「
ロ
ッ

八
〇
万
人
を
超
え
る
来
場
者
を

見
込
む
。

「
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
」は
商

店
街
振
興
組
合
原
宿
表
参
道
欅

会
の
主
催
に
よ
り
、
二
〇
〇
一

年
よ
り
毎
年
八
月
に
行
な
わ
れ

て
い
る
明
治
神
宮
へ
の
奉
納
祭
。

高
知
県
伝
統
の
「
よ
さ
こ
い
」
を

ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
が
、
踊
り

子
達
の
艶
や
か
な
衣
装
な
ど
、

2007年にグランプリに輝いた「とらっく」の演舞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
「
東

京
大
空
襲
」
と
い
う
映
像
を
観

た
。昭
和
二
〇
年
三
月
、
数
百
機

の
Ｂ
29
が
三
〇
数
万
発
の
焼
夷

弾
を
下
町
で
居
住
者
の
多
い
、

い
ま
の
墨
田
、
台
東
、
葛
飾
区

な
ど
を
中
心
に
絨
毯
爆
撃
。
火

の
海
の
な
か
で
死
者
一
〇
数
万

を
出
す
と
い
う
凄
惨
な
内
容
で

あ
っ
た
。そ
の
後
、
東
京
へ
の
空

襲
は
続
き
、「
代
々
木
の
杜
」の

明
治
神
宮
は
、
四
月
の
大
規
模

爆
撃
で
主
要
な
建
物
が
消
失
。

東
京
は
文
字
通
り
焦
土
と
化
し

た
。
昭
和
二
〇
年
八
月
の
ヒ
ロ

シ
マ
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か

ら
六
十
三
年
。日
本
は
そ
の
後
、

奇
跡
的
な
経
済
成
長
を
遂
げ

た
。
今
の
華
や
か
な
表
参
道
な

ど
か
ら
は
想
像
す
る
こ
と
さ
え

難
し
い
が
、
風
化
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
事
実
だ
。

戦
後
日
本
が
め
ざ
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
た
そ
の
原
動
力
は
い

っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ

は
、
衣
食
住
に
さ
え
事
欠
い
た

当
時
の
状
況
で
、「
国
家
」「
企

業
」「
国
民
」
が
一
体
と
な
り
、

国
家
の
「
再
生
」「
浮
揚
」
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
だ
。「
戦
時
最
大

生
産
体
制
」。戦
時
中
、
工
場
を

最
大
限
稼
動
さ
せ
る
仕
組
み
な

の
だ
が
、戦
後
も
導
入
、生
産
体

制
の
最
大
化
を
め
ざ
し
た
。
ま

た
、
国
は
傾
斜
生
産
方
式
を
取

り
入
れ
、
強
化
す
る
産
業
を
特

定
し
、
予
算
を
重
点
的
に
配
分

し
た
。当
時
は「
鉄
」と「
石
炭
」

産
業
が
中
心
だ
っ
た
。
い
ま
の

企
業
経
営
で
い
う
「
選
択
」
と

「
集
中
」。
限
ら
れ
た
資
源
、
予

算
の
な
か
で
最
大
の
効
果
を
あ

げ
る
た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と

だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
〇
年
代
の

高
度
成
長
を
支
え
た
も
の
は
な

に
か
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
、

日
本
の
教
育
体
制
が
あ
げ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
東
大
を
中

心
と
し
た
国
立
大
学
（
お
も
に

官
僚
の
養
成
）、
私
立
大
学
（
民

間
企
業
人
）、
高
等
専
門
学
校

（
中
間
技
術
者
の
養
成
）な
ど
で

教
育
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
体
系

化
す
る
と
と
も
に
、
中
学
ま
で

を
義
務
教
育
化
、
基
礎
知
識
の

習
得
を
徹
底
し
、
労
働
力
の
底

上
げ
を
は
か
っ
た
。「
読
み
」「
書

き
」「
そ
ろ
ば
ん
」。い
ま
の
企
業

で
い
え
ば
、
読
解
力
、
企
画
書
の

作
成
、パ
ソ
コ
ン
の
習
得
か
。

こ
う
し
た
国
家
的
な
「
産

業
」、「
教
育
」の
重
点
強
化
の
結

果
、
日
本
は
め
ざ
ま
し
い
高
度

成
長
を
遂
げ
た
。そ
れ
は
、
工
業

製
品
の
大
量
生
産
、
大
量
消
費

と
経
済
成
長
を
前
提
と
し
た
社

会
は
、
学
歴
社
会
が
有
効
に
機

能
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
証

左
で
も
あ
っ
た
。
本
来
の
学
歴

（
学
位
）社
会
は
、
米
国
で
い
う

大
学
卒
、
大
学
院
卒
、
Ｐ
Ｈ
Ｄ
、

Ｄ
Ｒ
と
学
位
に
よ
っ
て
給
料
体

系
も
違
う
社
会
。
日
本
の
制
度

は
、
医
者
な
ど
一
部
の
専
門
職

を
除
き
、大
学
選
別
社
会
で
、本

来
の
学
位
社
会
で
は
な
か
っ
た

が
、
当
時
の
状
況
下
で
は
極
め

て
合
理
的
な
制
度
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

た
だ
、高
度
経
済
成
長
、バ
ブ

ル
な
ど
を
経
て
日
本
経
済
も
大

き
く
変
化
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
普
及
と
と
も
に
、
大
量

生
産
の
工
業
化
社
会
か
ら
情
報

や
サ
ー
ビ
ス
を
売
る
産
業
へ
と

大
き
く
シ
フ
ト
し
て
き
た
。
こ

う
し
た
経
済
の
変
化
に
教
育
制

度
が
、
追
い
つ
い
て
い
な
い
。詰

な
ど
の
常
設
賞
に
加
え
、
新
た

に
「
明
治
神
宮
賞
」
を
新
設
。同

じ
く
新
設
で
、
初
参
加
の
チ
ー

ム
を
対
象
と
す
る「
新
人
賞
」な

ど
と
併
せ
、
ど
の
チ
ー
ム
が
獲

得
す
る
か
に
注
目
が
集
ま
る
。

二
日
目
に
予
定
さ
れ
る
表
参

道
ア
ベ
ニ
ュ
ー
で
の
演
舞
は
、

と
り
わ
け
多
く
の
人
が
視
線
を

注
ぐ
大
舞
台
。
い
ず
れ
も
過
去

に
実
績
の
あ
る
四
二
チ
ー
ム
が

す
で
に
選
出
さ
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
演
舞
を
披
露
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え

初
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
ス
ト
リ
ー
ト

演
舞
を
参
考
に
、
新
た
に
三
チ

ー
ム
を
選
出
す
る
予
定
。
最
大

四
五
チ
ー
ム
で
、
夏
の
終
わ
り

を
盛
大
に
盛
り
上
げ
る
と
い
う

こ
と
だ
。

◆「
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
」

開
催
期
間
中
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

二
三
日
（
土
）、
明
治
維
新
一

四
〇
年
、
明
治
神
宮
御
社
殿
復

興
五
〇
年
を
奉
祝
し
、
明
治
神

宮
会
館（
明
治
神
宮
内
）に
て
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
「
杜
の

響
き
」が
開
催
さ
れ
る
。出
演
は
、

岡
本
真
夜
さ
ん
、
葉
加
瀬
太
郎

さ
ん
ほ
か
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
と
し
て
森
山
良
子
さ
ん
。
午

後
五
時
開
場
、
午
後
六
時
開
演
。

料
金
は
、一
般
が
六
千
円
、
中
学

生
以
下
が
四
千
円
。

各
チ
ー
ム
が
磨
き
あ
げ
た
演

舞
や
衣
装
を
、
服
飾
関
係
者
や

美
容
関
係
者
、
音
楽
関
係
者
ら

が
総
合
的
に
評
価
し
、
表
彰
す

る
「
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
」。今

年
は
特
に
明
治
維
新
（
一
八
六

八
年
）か
ら
一
四
〇
周
年
、
明
治

神
宮
御
社
殿
復
興
（
一
九
五
八

年
）
か
ら
五
〇
周
年
に
当
た
る

こ
と
か
ら
、「
元
氣
賞
（
グ
ラ
ン

プ
リ
）」「
欅
賞
」「
審
査
員
奨
励

賞
」「
感
動
賞
」「
よ
さ
こ
い
賞
」

二
三
日（
土
）と
二
四
日（
日
）

の
二
日
間
、
表
参
道
に
あ
る
日

本
看
護
協
会
ビ
ル
地
下
二
階
に

て「
Ｇ
Ｔ
Ｆ
浮
世
絵
展
」を
開
催

す
る
。
北
斎
や
広
重
の
代
表
的

な
浮
世
絵
作
品
を
、
ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
映
像
で
巨
大

ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
放
映

す
る
ほ
か
、
復
刻
版
の
原
画
も

展
示
予
定
。時
間
は
両
日
と
も
、

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で
。八

月
二
三
日
（
土
）
の
正
午

～
午
後
八
時
、
二
四
日（
日
）の

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
五
時
、

代
々
木
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場
に

て
物
産
市
「
じ
ま
ん
市
」
を
開

催
。「
よ
さ
こ
い
」
の
本
場
高
知

県
を
中
心
に
、
茨
城
県
、
山
形

県
な
ど
各
県
か
ら
名
産
品
を
集

め
、販
売
す
る
。

め
込
み
の
受
験
勉
強
な
ど
に
よ

る
大
学
選
別
方
式
は
、
も
は
や

時
代
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る

観
が
あ
る
。
い
ま
国
際
的
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
人
材
の

プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
化
で
は
な

か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
疑
問
に
対
し
大
学

は
職
業
訓
練
校
で
は
な
い
。
も

っ
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の
だ

と
い
う
声
が
あ
る
の
も
確
か
だ
。

た
だ
、
二
〇
数
年
前
、
米
国
の
テ

レ
ビ
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し

た
利
根
川
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
象
徴
的
だ
っ
た
。
彼
は
日
本

の
国
立
大
学
か
ら
教
職
を
投
げ

捨
て
単
身
渡
米
。Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
に

自
分
を
売
り
込
み
、
採
用
さ
れ
、

同
校
の
教
授
の
立
場
で
受
賞
し

た
。映
像
で
授
賞
式
を
み
た
が
、

奥
さ
ん
は
着
物
姿
。
可
能
で
あ

れ
ば
、
日
本
に
戻
り
研
究
し
た

い
と
言
っ
て
い
た
。
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
人
材
は
よ
り
自
由
な
環

境
を
求
め
て
国
際
的
に
流
動
す

る
時
代
。
そ
れ
は
事
実
上
の
頭

脳
の
流
出
。
い
ま
の
プ
ロ
野
球

を
み
て
も
優
秀
な
人
材
が
海
外

で
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
。

な
ら
ば
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
。そ
れ
は
、
国
が
戦
後
と
っ

て
き
た
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
産
業
」「
教
育
」
で
重
点
項

目
を
設
定
。遂
行
す
る
こ
と
。経

済
大
国
と
な
っ
た
い
ま
の
予
算

は
、
戦
後
の
そ
れ
と
は
比
べ
物

に
な
ら
な
い
。
ス
ー
パ
ー
ハ
イ

ウ
ェ
イ
構
想
で
米
国
が
Ｉ
Ｔ
産

業
を
強
化
、
米
国
経
済
建
直
し

に
貢
献
し
た
の
は
、
周
知
の
事

実
だ
。
ま
ん
べ
ん
な
く
す
べ
て

で
は
な
く
政
治
、
行
政
が
自
信

を
も
っ
て
「
選
択
」
と
「
集
中
」

を
実
施
、
仕
組
み
と
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
だ
。

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
霞
ヶ
関

の
役
人
が「
待
合
タ
ク
シ
ー
」な

ど
で
経
費
を
無
駄
遣
い
、
バ
ッ

シ
ン
グ
を
受
け
て
い
た
。
日
曜

な
ど
政
治
の
Ｔ
Ｖ
討
論
を
み
る

と
、
政
治
家
は
、わ
が
党
は
ど
う

だ
と
い
う
主
張
ば
か
り
。
国
会

議
員
は
、
特
別
公
務
員
で
は
な

い
の
か
。
そ
れ
は
ど
の
党
で
あ

ろ
う
と
、
国
の
た
め
に
奉
仕
す

る
の
が
最
優
先
事
項
。そ
れ
が
、

党
利
党
略
の
論
議
ば
か
り
で

は
、
本
末
転
倒
も
い
い
と
こ
ろ

だ
。戦
後
の
役
人
、
政
治
家
は
、

私
利
私
欲
よ
り
も
国
家
を
考
え

る
誇
り
あ
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
国
家
を
指
導
す
る
の

は
自
分
た
ち
な
の
だ
と
い
う
強

い
自
負
心
と
「
大
義
」
が
あ
っ

た
。
教
育
は
こ
の
国
の
将
来
を

担
う
根
幹
。「
国
家
の
再
生
」
と

「
教
育
」は
車
の
両
輪
の
よ
う
な

も
の
だ
。子
ど
も
た
ち
と
、
こ
の

国
の
将
来
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

テ
・
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
連
」

が
今
回
で
四
回
目
の
出
場

を
果
た
す
な
ど
、
国
際
色

も
豊
か
だ
。
前
回
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
「
と
ら

っ
く
（
社
団
法
人
高
知
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
）」を
は
じ

め
、
今
年
も
高
知
県
か
ら

は
大
挙
一
三
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
お
り
、
地
元
な
ら

で
は
の
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

演
舞
が
期
待
で
き
る
。
初

出
場
は
二
一
チ
ー
ム
。

真
夏
の
祭
典
に
5500
人
出
場

原
宿
表
参
道

元

氣

祭

ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
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（2）

と
こ
ろ
で
日
本
人
が
、
農
耕

に
お
い
て
肥
料
を
使
い
始
め
た

の
は
い
つ
頃
か
ら
の
こ
と
だ
ろ

桑原区長、野中ともよ代表、山田優さん（第一号植樹式にて撮影）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ガ
イ
ア
・
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」と
の
共
同
に

よ
る
、
渋
谷
区
の
地
球
温
暖

化
対
策
事
業
「
渋
谷
『
＋
１
の

森
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、
先

月
末
七
月
三
一
日
（
木
）
か
ら

始
動
し
た
。地
域
の
企
業
、
個

人
か
ら
協
賛
を
募
り
、
区
道

な
ど
に
植
樹
を
行
な
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
弾
。こ
れ
を

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、空
気
中
に
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
量
を
減
ら
し
、地

球
温
暖
化
防
止
に
役
立
て
よ

う
と
い
う
計
画
だ
。

七
月
三
一
日
、
渋
谷
駅
ハ
チ

公
前
広
場
に
て
行
わ
れ
た
第

一
号
植
樹
式
に
は
、
主
催
者
を

　
8
月
20
日
（
水
）
私
立
幼

稚
園
児
の
朝
顔
展
示
会
（
21

日
ま
で
）（
渋
谷
C
.
C
. 

L
e
m
o
n
ホ
ー
ル
前
広
場
）

総
務
課
私
学
主
査

8
月
21
日
（
木
）
13
時
～
16
時

夏
休
み
親
子
美
術
館
見
学
会

（
22
日
ま
で
）松
涛
美
術
館

8
月
23
日
（
土
）
13
時
30
分

～
17
時
30
分「
の
は
ら
・
ら
・

　

月
刊
原
宿
新
聞
は
、
毎
月
十

五
日
、
神
宮
前
約
一
万
世
帯
に

新
聞
折
込
み
と
い
う
形
で
無
料

配
布
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ペ
ー
パ
ー
で
す
。

　

読
者
の
方
々
の
ご
意
見
、
ご

要
望
な
ど
を
う
け
つ
け
て
お
り

ま
す
。

代
表
し
て
渋
谷
区
の
桑
原
敏
武

区
長
の
ほ
か
、共
同
主
催
者
で
あ

る
ガ
イ
ア
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

か
ら
代
表
者
の
野
中
と
も
よ
氏

が
出
席
。さ
ら
に
第
一
号
の
植
樹

協
賛
者
で
あ
る
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト「
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」か
ら
も
、
イ
ベ
ン
ト

の
実
行
委
員
長
で
女
優
の
山
田

優
さ
ん
が
出
席
、
自
ら
の
手
で
ハ

チ
公
広
場
の
花
壇
に
木
を
植
え

た
。こ

の
日
植
え
ら
れ
た
の
は
、長

野
県
大
滝
村
か
ら
提
供
さ
れ
た

「
目
薬
の
木
」「
コ
ウ
ヤ
マ
マ
キ
」

「
ヒ
ノ
キ
」
の
三
本
。 

ガ
イ
ア
・  

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
れ
ば
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
三
本
の
木
を
植

え
る
の
は
、「『
木
』
が
三
つ
集
ま

る
こ
と
で
『
森
』
が
で
き
る
」
と

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
も
の
で
、

こ
の
日
植
え
ら
れ
た
三
本
も
、
協

賛
者
の
名
に
因
み
、「
渋
谷『
＋
１

の
森
』Ｎ
Ｏ
０
０
１　

東
京
ガ
ー

ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
森
」と
命

名
。「
森
」
第
一
号
の
植
樹
者
と
な

っ
た
山
田
さ
ん
か
ら
は
、「
私
も

エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
い
た
り
、

電
源
も
主
電
源
か
ら
切
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。小
さ
な
こ
と
か

ら
（
環
境
保
護
に
貢
献
）
す
る
の

が
大
切
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
聞
か

れ
た
。

三
本
の
木
か
ら
な
る
小
さ
な

「
森
」
を
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

作
り
、
渋
谷
を
緑
の
あ
ふ
れ
る
街

そ
の
帰
結
と
し
て
、
い
つ
の
間

に
か
作
物
の
成
長
を
早
め
る
べ

く
田
畑
に
糞
尿
を
撒
く
農
法
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が

て
広
く
伝
播
し
た
、
そ
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

河
名
氏
も
ま
た
鎌
倉
時
代

を
、
日
本
の
農
業
に
本
格
的
な

経
済
合
理
性
が
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
転
換
期
と
見
て
い

る
。
だ
が
そ
れ
は
、「
言
い
換
え

れ
ば
、精
神
文
明
か
ら
、物
質
文

明
へ
の
転
換
点
」
で
も
あ
る
と

い
う
。

  

枯
れ
る
野
菜

そ
れ
に
し
て
も
、
自
然
栽
培

に
取
り
組
む
生
産
農
家
は
、
労

力
の
面
で
大
変
す
ぎ
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
終
わ
り
、
そ
の

点
が
気
に
な
っ
て
た
ず
ね
た
。

う
か
。

こ
れ
に
は
諸
説
あ
る
が
、
現

在
最
も
有
力
と
さ
れ
て
い
る
の

は
鎌
倉
時
代
。
武
士
が
貴
族
に

代
わ
り
、
政
治
の
実
権
を
握
り

始
め
た
時
期
だ
と
い
わ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
当
時
は
武
士

と
い
っ
て
も
、
そ
の
多
く
は
半

農
半
兵
。御
家
人
と
し
て
の
職

務
を
果
た
す
に
は
、
農
耕
に
充

て
る
期
間
を
で
き
る
限
り
縮
め
、

少
し
で
も
短
期
間
の
う
ち
に
収

穫
を
終
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
時
期
、「
石
高
」
と

い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
領
地
か
ら
挙
が
る
収
穫
の

多
寡
は
、
武
士
と
し
て
の
権
勢

に
直
結
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
代
よ
り
初
め
て
、「
よ
り
早

く
」「
よ
り
多
く
」
を
担
保
し
て

く
れ
る
、
効
率
性
の
高
い
農
法

の
需
要
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て

店頭でも小売されるナチュラル・ハーモニーの野菜（横浜市）

「
も
ち
ろ
ん
、
決
し
て
簡
単
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年

肥
料
を
使
い
続
け
た
農
地
を
元

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
土
壌
に

戻
す
に
は
、
そ
こ
に
自
然
の
作

物
を
植
え
、
作
物
に
窒
素
を
吸

い
出
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
。

こ
れ
に
よ
り
少
し
ず
つ
き
れ
い

に
し
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
の

間
徐
々
に
収
穫
は
で
き
る
に
し

て
も
、
完
全
な
状
態
に
す
る
に

は
一
〇
年
は
掛
か
っ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
今
約
三
〇
〇
世
帯
の

農
家
と
提
携
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
無
肥
料
・
無
農
薬

に
徹
し
き
れ
て
い
る
の
は
、
現

状
三
分
の
一
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
」。

「
で
も
、
自
然
栽
培
に
お
い
て

い
ち
ば
ん
難
し
い
の
は
、
お
そ

ら
く
は
自
分
の
取
り
組
む
農
法

を
信
じ
切
る
こ
と
。な
に
し
ろ
、

『
肥
料
を
使
わ
ず
に
、
農
業
が
で

き
る
は
ず
な
ん
て
な
い
』と
、
未

だ
大
半
の
農
家
が
思
い
込
ん
で

し
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
生
産
者
に
固
定
観
念
を
取
り

払
わ
せ
、
信
じ
た
道
を
突
き
進

ん
で
も
ら
う
の
は
、
実
際
、な
か

な
か
難
し
い
こ
と
で
す
」。

河
名
氏
に
は
幼
い
頃
よ
り
、

「
野
生
の
植
物
は
腐
ら
な
い
の

に
、
野
菜
は
な
ぜ
腐
る
の
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
疑
問
が
あ
っ
た

そ
う
だ
。
野
生
の
植
物
は
最
期

に
「
枯
れ
る
」
が
、
店
で
買
う
野

菜
は
「
腐
る
」。
同
じ
植
物
で
あ

り
な
が
ら
、こ
の
差
は
一
体
、
何

に
よ
っ
て
生
じ
る
の
だ
ろ
う
―

―
―
。そ
の
問
い
か
ら
、
現
在
ま

で
の
探
求
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル

･

ハ
ー
モ

ニ
ー
の
事
務
所
で
、
何
年
も
前

に
収
穫
し
、
そ
の
ま
ま
置
き
さ

ら
し
に
し
た
自
然
野
菜
の
キ
ュ

ウ
リ
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ

れ
は
腐
敗
す
る
こ
と
な
く
、
カ

ラ
カ
ラ
に
乾
燥
し
て
い
た
。
ま

る
で
地
に
根
を
張
る
野
草
が
、

自
然
の
ま
ま
枯
れ
果
て
た
よ
う

に
。河

名
氏
は
言
う
。

「
答
え
は
誰
か
に
教
え
て
も

ら
う
の
で
は
な
く
、
自
分
で
考

え
る
こ
と
が
大
事
。
そ
の
姿
勢

が
無
い
と
、
テ
レ
ビ
の
健
康
番

組
の
情
報
に
疑
う
こ
と
な
く
飛

び
付
き
、
取
り
返
し
の
付
か
な

い
事
態
を
招
く
、
と
い
う
こ
と

に
も
な
っ
て
し
ま
う
。
当
然
私

の
言
う
こ
と
も
、
全
て
を
鵜
呑

み
に
す
る
の
は
や
め
て
欲
し
い
。

で
も
、
も
ち
ろ
ん
私
達
自
身
は
、

自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
が
正

し
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
け
ど

ね（
笑
）」。

（
古
川
琢
也
）

〈
第
一
部
終
了
。次
号
よ
り
第

二
部
を
掲
載
し
ま
す
。〉

ら
・
ら
」コ
ン
サ
ー
ト（
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
氷
川
）総
務
課
総
務

係

に
し
て
い
こ
う
と
の
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
個
人
は
一
口
一
万

円
、
企
業
は
一
口
三
〇
万
円
か

ら
協
賛
可
能
。「
東
京
ガ
ー
ル
ズ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
森
」
の
よ
う

に
、
で
き
た「
森
」に
は
協
賛
者

の
名
が
付
け
ら
れ
る
。

渋
谷
区
で
は
、
す
で
に
第
二

号
、
第
三
号
の
植
樹
を
予
定
。今

後
も
地
域
の
住
民
、企
業
、行
政

が
三
位
一
体
で
推
進
す
る
、
温

暖
化
防
止
対
策
の
先
駆
け
と
な

っ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

来
月
九
月
一
三
日
（
土
）
と
一

四
日（
日
）、
代
々
木
公
園
イ
ベ

ン
ト
広
場
に
て
、「
ス
リ
ラ
ン
カ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８
」が

開
催
さ
れ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
本

国
か
ら
招
い
た
舞
踊
団
二
組
が

ス
テ
ー
ジ
で
演
舞
す
る
ほ
か
、

日
本
人
武
道
家
に
よ
る
居
合
の

実
演
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
。

そ
の
ほ
か
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
民

芸
品
や
、
料
理
を
販
売
す
る
ブ

ー
ス
が
約
九
五
店
出
店
さ
れ
、

「
ス
リ
ラ
ン
カ
カ
レ
ー
」や
、「
ホ

ッ
パ
ー
」（
米
粉
に
コ
コ
ナ
ツ
ミ

ル
ク
を
混
ぜ
焼
き
上
げ
る
、
同

国
の
国
民
食
）な
ど
、珍
し
い
料

理
が
楽
し
め
る
。
開
催
時
間
は

両
日
と
も
、
午
前
一
〇
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
。

肥
料
の
は
じ
ま
り

ス
リ
ラ
ン
カ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８

私達は何を食べているのか④

シリ
ーズ
「食
」

第四
回

【
渋
谷
区
行
事
日
程
】

３
本
の
木
植
樹
で
森
…

地
球
温
暖

化
防
止
で

ハ
チ
公
前
で
第
一
弾
実
施


